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自
由
鍛
造

　

土
佐
打
刃
物
は
、
長
年
全
国
各
地
か

ら
形
状
や
重
さ
の
違
う
刃
物
の
注
文
を

多
く
受
け
て
い
た
た
め
、
原
寸
と
形
を

書
い
た
注
文
書
だ
け
で
製
造
が
で
き
る

の
が
特
長
で
す
。
な
ん
で
も
造
れ
る
の

で
『
土
佐
の
自
由
鍛
造
』
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
鍛
造
の
基
本
作
業
を
製
品
の

使
用
目
的
・
用
途
な
ど
に
応
じ
て
組
み

合
わ
せ
て
鍛
錬
・
成
形
を
行
い
ま
す
。

土
佐
打
刃
物
の
起
源

　

日
本
書
紀
の
時
代
よ
り
、
土
佐
国
と

呼
ば
れ
て
い
た
高
知
県
は
、
良
木
に
恵

ま
れ
、
山
林
伐
採
に
必
要
な
打
刃
物
が

古
く
か
ら
造
ら
れ
ま
し
た
。

　

鎌
倉
時
代
後
期
、
徳
治
元
年
（
１
３

０
６
）
に
大
和
国
（
奈
良
県
）
よ
り
土

佐
国
へ
移
り
住
ん
だ
刀
鍛
冶
師
・
五
郎

左
衛
門
吉
光
派
が
室
町
末
期
ま
で
繁
栄

し
、
戦
国
の
乱
世
で
武
具
刀
剣
等
の
需

要
に
応
じ
て
い
ま
し
た
。

　

彼
ら
刀
鍛
冶
の
技
術
は
、
農
・
山
林

用
の
打
刃
物
に
も
影
響
を
与
え
、
多
く

の
鍛
冶
屋
が
土
佐
国
内
に
点
在
し
て
い

ま
し
た
。

　

１
５
９
０
年
に
土
佐
一
国
を
総
地
検

し
た
長
宗
我
部
地
検
帳
に
、
399
軒
の
鍛

冶
屋
が
い
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

土
佐
打
刃
物
の
本
格
的
な
隆
盛
は
、

江
戸
時
代
初
期
に
始
ま
り
、
土
佐
藩
の

家
老
職
で
あ
っ
た
野
中
兼
山
の
農
・
山

林
収
益
策
に
よ
り
、
農
林
業
用
打
刃
物

の
需
要
が
拡
大
し
、
土
佐
打
刃
物
の
生

産
量
・
品
質
が
格
段
に
向
上
し
た
と
い

わ
れ
ま
す
。
多
少
の
機
械
化
は
取
り
入

れ
た
も
の
の
、
江
戸
時
代
の
技
術
と
伝

統
は
、
現
在
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

土
佐
鎌
・
鋸
の
起
源

　

土
佐
鎌
の
源
流
は
、
安
土
桃
山
時
代

（
１
５
７
３
〜
１
６
０
３
）
ま
で
さ
か

の
ぼ
る
こ
と
が
で
き
、
南
国
市
久
礼
田

の
野
口
派
と
土
佐
山
田
町
の
小
笠
原
派

が
腕
を
競
い
、
品
質
の
優
れ
た
土
佐
鎌

が
生
ま
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

剃
刀
鍛
冶
か
ら
発
展
し
て
い
っ
た
兵

庫
県
の
播
州
鎌
が
片
刃
で
あ
る
の
に
対

し
、
土
佐
鎌
が
両
刃
で
あ
る
こ
と
か
ら

み
て
、
土
佐
鎌
は
刀
剣
鍛
冶
を
源
流
に

し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
土
佐
鋸
は
、
木
材
の
集
散
地

で
あ
っ
た
土
佐
山
田
町
片
地
地
区
を
中

心
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
地
で

鋸
を
造
る
技
術
が
導
入
さ
れ
た
の
は
文

化
年
間
（
１
８
０
４
〜
１
８
１
８
）
と

い
わ
れ
、
安
芸
郡
の
鋸
造
り
名
工
の
元

で
修
行
し
た
者
が
、
片
地
に
製
法
を
移

し
た
と
い
わ
れ
て
ま
す
。

経済産業大臣賞

受賞『くじらナ

イフ』の販売か

ら１８年。今年

５月に目の部分

に宝石サンゴを

使用した『あか

めナイフ』を完

成させました。

この商品が、高

知を知ってもら

うきっかけにな

ればと願ってい

ます。

乳
房
を
プ
ラ
ス

チ
ックの板ではさん

で、
Ｘ

線
撮
影
を
し
ま
す
。

土佐の匠が鍛えあげた

伝統の切れ味

裏
表
紙
の
か
み
か
み
ク
イ
ズ
で
、
あ
か
め
ナ
イ
フ
、
く
じ
ら
ナ
イ
フ
、
土
佐
打
刃
物
Ｚ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
商
品 

黒
打
ち
舟
行
包
丁
が
当
た
る
！

土　佐
打刃物

歴史のある土佐打刃物は、国指

定の伝統工芸品です。香美市土

佐山田町は土佐打刃物の主要産

地であり、市内には、現在も約

６０軒の鍛冶屋があります。

刃物製品を通じ、

高知を知ってもらいたい

伝統工芸士
土佐の匠

山下 哲さん
土佐山田町新改

私は山林用刃物

を 造 っ て い ま

す。全ての形を

身につけるまで

苦労しました。

昔ながらのやり

方で土佐打刃物

の伝統である自

由鍛造を守って

いきます。龍河

洞の駐車場に鍛

造所を構えてい

ます。見学にき

てください。

伝統ある

自由鍛造を守る

伝統工芸士
土佐の匠

上村 　雄さん
土佐山田町神母ノ木

の
こ
ぎ
り

かみむら　よしおやました さとし

か
み
そ
り


